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今月の表紙

今回は立本地区の峯しのぶさんを取材さ
せて頂きました。姉・郁美さん、妹・

菜津美さん、美乃ちゃん（1歳）、剛紀くん（5
歳）と共にパチリ。2009 年結婚と同時に熊本
から実家のある有明町に帰郷、ご両親の畜産
業を手伝っています。

独身時代は牛の生菌剤の研究をしていた
というしのぶさん、持ち前の知識を活

かして欠かせない戦力となっているようで
す。「良い子牛を作って購買者の方に買って
評価して頂く」のが何よりの喜びだとか。今
の楽しい家庭を維持していきたいと語るしの
ぶさんは、夫・誠次朗さん、長男・悠護くん（3
歳）、二男・涼眞くん（8か月）との 4人家族。

３月号
・座談会回答……………………………3
・あおぞらニューストレイン…………4
・営農情報………………………………5
・イチゴ配布……………………………6
・福祉センターだより…………………8
　JADDOカード
・女性部からこんにちは………………9
　ポイントのお知らせ
・クミアイ家庭薬…………………… 10
　Ａコープ通信
・せり市情報………………………… 11
・一丁目通信………………………… 12
・燃料機械課よりお知らせ………… 13
・じょもきん、健康情報…………… 14
・職員紹介…………………………… 15
・行事予定、駐車場のご案内……… 16
　新番組のお知らせ
　理事会・経営管理委員会報告

”青”の象形は「土から若い植物の芽が出る」
ことを指しています。”青”は若々しい新しい
才能が花開くイメージを持っています。それ
がたくさん集まって…

目　次
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【
企
画
管
理
課
】

問
伊
崎
田
支
所
の
車
の
出

入
り
が
危
な
い
の
で
考

え
て
欲
し
い
。

答
支
所
敷
地
の
活
用
・
事

務
所
の
移
転
も
含
め
出

入
口
の
変
更
も
検
討
致
し
ま
す

が
、
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
事
で

は
な
い
で
す
の
で
、
出
入
り
に

つ
い
て
は
充
分
注
意
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
座
談
会
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
、
集
ま
る
人
数
が
少

な
い
の
で
、工
夫
を
し
て
欲
し
い
。

答
各
集
落
と
も
出
席
率
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
開
催
方
法
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
方
法
が
良
い
の
か
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。（
場
所
・
時
間
等
）

【
貯
金
セ
ン
タ
ー
】

問
蓬
原
・
通
山
は
２
人
体
制

で
対
応
出
来
な
い
の
か
。

答
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ル
ー
ル
で

全
国
統
一
的
に
常
時
３

名
以
上
の
体
制
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

利
用
し
や
す
い
窓
口
作
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
移
動
店
舗
を
検
討
し
て

欲
し
い
。

答
次
年
度
か
ら
の
中
期
２

カ
年
計
画
の
中
で
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
共
済
セ
ン
タ
ー
】

問
80
歳
以
上
で
も
加
入
出

来
る
共
済
は
な
い
か
。

答
「
事
故
等
に
よ
る
死
亡
・

怪
我
の
保
障
」
は
、
加

入
年
齢
が
「
99
歳
ま
で
」
の
傷

害
共
済
が
あ
り
ま
す
。

　
「
病
気
に
よ
る
死
亡
・
入
院
・

手
術
時
の
保
障
」
は
、
加
入
年

齢
が
「
75
歳
ま
で
」
の
終
身
共

済
や
医
療
共
済
が
あ
り
ま
す
。

保
障
期
間
は
「
一
生
涯
（
終
身
）

プ
ラ
ン
」
を
選
択
で
き
ま
す
の

で
、窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
園
芸
セ
ン
タ
ー
】

問
甘
し
ょ
コ
ン
テ
ナ
（
緑

カ
ゴ
）
を
生
産
者
が
借

り
て
返
さ
な
い
で
い
る
。
必
要

な
時
期
に
不
足
し
て
い
る
。

答
不
足
し
誠
に
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
各
部

会
会
議
等
で
啓
蒙
し
回
収
に
つ

と
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
は

新
規
に
取
得
し
体
制
を
整
え
ま

す
。問

水
稲
の
ヒ
エ
対
策
で
、

飼
料
用
稲
作
付
者
は
ヒ

エ
の
防
除
を
さ
れ
ず
隣
接
し
た

水
田
に
種
子
が
流
れ
て
く
る
。

指
導
し
て
欲
し
い
。

答
行
政
等
と
も
対
応
を
協

議
し
広
報
誌
な
ど
を
活

用
し
た
指
導
に
つ
と
め
ま
す
。

問
新
た
な
水
田
農
業
と
は

何
か
。

答
新
た
な
水
田
農
業
施
策

の
基
本
的
事
項
が
国
よ

り
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的

に
は
市
町
村
で
対
応
が
異
な
り

ま
す
の
で
今
後
、
行
政
等
と
連

携
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
畜
産
セ
ン
タ
ー
】

問
畜
産
に
お
け
る
病
気
等
の

被
害
情
報
の
伝
達
が
商

系
に
比
べ
遅
い
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
情
報
と
連
絡
網
及
び
防
疫
体

制
の
強
化
を
要
望
し
ま
す
。

答
情
報
に
つ
い
て
は
迅
速
に

畜
産
農
家
へ
伝
達
が
で

き
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
防
疫
体
制
に
つ
い

て
は
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
等
を

配
布
し
啓
蒙
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
ヘ
ル
パ
ー
制
度
で
、
肥
え

た
て
や
セ
リ
市
前
の
子
牛

の
手
入
れ
は
で
き
な
い
か
。
出
来

る
よ
う
に
設
定
し
て
欲
し
い
。

答
本
年
度
よ
り
飼
養
管
理

代
行
ヘ
ル
パ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
飼
料

給
与
管
理
が
主
な
作
業
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
ヘ
ル
パ
ー
部
会

等
で
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
生
産
資
材
・
飼
料
価
格

を
安
く
提
供
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
欲
し
い
。
子
牛
価

格
が
高
値
で
も
飼
料
費
が
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

答
生
産
資
材
等
に
つ
い
て

は
、
低
価
格
の
商
品
を

す
す
め
ま
す
。
飼
料
に
つ
き
ま

し
て
も
新
た
な
低
価
格
飼
料
等

を
奨
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
茶
業
セ
ン
タ
ー
】

問
茶
ペ
ッ
ト
の
価
格
を
下
げ

る
よ
う
努
力
し
て
欲
し
い
。

答
ご
愛
飲
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
は
、

供
給
量
拡
大
に
よ
る
低
コ
ス
ト

化
を
は
か
り
、
少
し
で
も
お
求

め
易
い
価
格
に
出
来
る
よ
う
営

業
活
動
を
強
化
致
し
ま
す
。

問
茶
の
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
を
他
の
作
物
へ
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

答
こ
の
技
術
は
茶
以
外
の
作

物
で
も
活
用
可
能
で
あ

り
、
提
携
先
と
も
他
作
物
で
の

活
用
法
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
段
階
で
は
茶
業
に
お

い
て
も
調
査
段
階
で
す
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望

に
お
答
え
し
ま
す

　

十
二
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
、
平
成
二
十
五

年
度
営
農
座
談
会
に
於
い
て
組
合
員
皆
様
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
・

ご
要
望
を
、
理
事
会
及
び
経
営
管
理
委
員
会
に
て
検
討
致
し
ま
し
た
の

で
、
回
答
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。
な
お
、
誌
面
の
都
合
上
掲
載
出
来
て

い
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
個
々
に
回
答
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。
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県別説明会　　～ 企画管理課 ～

◆ あおぞらニューストレイン ◆

ちゃぴおん会　～ 茶業センター ～

かぼちゃ実績検討会　　～ 園芸センター ～

　1月 20 日、マリンパレスかごしまにて
農林水産省による今後の施策見直しに関
する県別説明会が開催されました。200 人
を超える参加者の中、農業政策の 4 本柱
についての説明が行われ、質疑応答では
農地中間管理機構について質問が集中し、
高い関心を伺わせました。

　2月 6日、あおぞらちゃぴおん会の求評
研修会が開催されました。町内産の茶 26
点と他産地の 5点を求評会前に事前審査
し、自工場と他工場や他産地とのつくり
の違い等を審査しました。審査では外観、
水色、香気、味を 15 分程度で審査、みな
真剣な眼差しで茶葉を見つめていました。

　2月 10日、平成 25年度産抑制かぼちゃ
の生産販売実績検討会が本所大会議室で
開催されました。今年は台風の影響でや
や厳しい結果となりました。なお、反収
量部門で仮元　雄一さんが、秀品率部門
で小宇都哲雄さんがそれぞれ表彰されま
した。

選果場　　～ 園芸センター ～
　イチゴやナスなどの出荷が増えてきて、
選果場はご覧のとおりの賑わいです。特
に県内一位の生産量を誇る「あおぞらイ
チゴ」は今が最盛期。有明町内以外にも
愛知県や岐阜県へと出荷されていきます。
選果場では確かな眼で生産物をチェック、
安心安全をお届けします。
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営農情報 土作りを徹底し強い米づくりを行いましょう
３月は早期水稲、４～５月は普通期水稲の土作りに重要な時期です。
健全な生育をさせるためには、生育に適した土作りが必要です。

「水稲の生育特性」
● 根（発根）…  根を見ると、根が赤くなっています。これは根が土壌中の酸素と鉄を吸収し、

健全な生育をしている状態です。「鉄」が不足すると有害ガスによる発根不足、
根腐れが発生します。健全な発根を促すためには土作りが重要です。

● 茎葉 … 稲の茎葉には「ケイ酸」を含みます。「ケイ酸」が不足すると病害や倒伏が発生します。

　 　稲の生育には「鉄」と「ケイ酸」が必要です。強い稲作りを行うためには、「鉄」と「ケイ酸」
を活用した土作りを行いましょう。

● 米の土作り基準量

● 田植え 1ヶ月前までに施用しましょう。
● 充分に耕耘（荒起し）しましょう。
★ケイ鉄、ようりんは共同散布で 3年に 1回、投入します。
　毎年投入する場合は、鉄入りエンリッチを 40～ 60kg/10a 施用しましょう。
●「まかせ苗」を移植する水田も同様に土作りを行いましょう。

健全な生育状況 ◎発根の比較
左：有害ガス被害株　右：健全株

有害ガスによる生育状況
【下葉が黄色化、分けつ低下】

健全な生育 葉いもち病発生

10a 当たり投入量 備　　考

完熟堆肥（まごころ堆肥） （乾田）500kg
・地力を高める
・野菜後作、湿田などは投入量を加減する

ケイ鉄 100kg
・ケイ酸、鉄を補給する
・有害ガスを抑制し発根を促進する
・茎葉を丈夫にし、倒伏しにくくなる

ようりん 20kg ・有機物（残渣等）の分解を促進する

※お問い合わせは、
　指導購買課・園芸センター　比良までお気軽にどうぞ。
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あ
お
ぞ
ら
ホ
ー
ム
入
居
者

　【
あ
お
ぞ
ら
文
藝げ

い

同
好
会
】

　
　
短
歌・俳
句
紹
介
コ
ー
ナ
ー

（
短
歌
）

　

正
月
も　

早
七
日
過
ぎ　

Ｊ
Ａ
は

　

南
瓜
の
集
荷　

準
備
忙
し
く　

  

池
迫　

茂

　

面
白
く
華
麗
に
画
き　

魅
せ
し
絵
に

　
「
カ
ル
タ
」
は　

弾
む
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

石
峰　

カ
ズ
子

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

紙
飛
行
機
の
飛
ば
し
合
い

　

な
か
な
か　

飛
ば
ず
で
も
面
白
い宮

脇　

ナ
チ

（
俳
句
）

　

眠
ら
れ
ず　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の　

夜
は
明
け
る

池
迫　

茂

　

真
夜
中　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

テ
レ
ビ
観
る

宮
脇　

ナ
チ

　

銀
と
銅　

二
つ
並
ん
で　

宙
に
舞
う池

迫　

茂

ＪＡあおぞら
総合福祉センターだより

　

毎
日
の
お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
。

　

日
頃
は
、
多
く
の
皆
様
に
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

事
業
の
中
か
ら「
あ
お
ぞ
ら
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
紹
介
致
し
ま
す
。

《
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
は
》

　

日
常
生
活
で
介
護
や
支
援
が
必

要
な
状
態
（
要
介
護
１
〜
５
、
ま

た
は
要
支
援
１
・
２
）
に
あ
る
利
用

者
の
皆
さ
ん
を
日
中
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
お
預
か
り
し
、
入

浴
・
食
事
・
集
団
体
操
や
訓
練
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
、
職
員
が
介
助
や
援

助
を
行
い
な
が
ら
提
供
す
る
事
業
で

す
。
自
宅
か
ら
セ
ン
タ
―
ま
で
の
送

迎
も
職
員
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
他

利
用
者
の
皆
さ
ん
や
職
員
と
の
会
話

や
交
流
が
楽
し
め
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
季
節
の

行
事
を
計
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
援
助
内
容
は
》

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

食
事
・
入
浴
・
排
泄
・
衣
類
着
脱
・

他
者
と
の
交
流
な
ど
の
介
助
や
援

助
を
、
ご
本
人
の
自
立
を
促
し
な
が

ら
提
供
し
ま
す
。

《
利
用
方
法
は
》

　

介
護
保
険
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
料
金
、
回
数
な
ど
は
、
要
介
護
状
態
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
相
談
は
常
時
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
９
９
）
４
７
１
―
５
７
７
２
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Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
厚
生
連
で
は
、
総

合
的
な
健
康
診
断
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
人
間

ド
ッ
ク
受
診
の
際
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
も
併
せ
て
申
込
み
可
能
で
す
。

五
月
二
十
八
日（
水
） 

七
月
二
十
三
日（
水
） 

八
月
二
十
五
日（
月
） 

九
月　

十
七
日（
水
） 

十
月　

十
五
日（
水
） 

十
一
月
十
四
日（
金
） 

十
二
月　

八
日（
月
） 

二
月　

十
八
日（
水
） 

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
で
受
付
し
て
ド
ッ

ク
を
受
診
さ
れ
る
方
に
、
一
人
当
た
り

五
千
円
の
助
成
金
が
あ
る
こ
と
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
女
性
部

の
部
員
で
、
女
性
コ
ー
ス
も
し
く
は
一

般
コ
ー
ス
に
乳
房
検
査
の
オ
プ
シ
ョ
ン

を
つ
け
ら
れ
た
場
合
、
さ
ら
に
、
５
千

円
の
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。
女
性
部

員
に
な
る
と
お
得
に
な
る
の
で
、
是
非

ご
受
診
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
課 

女
性
部

担
当 

徳
留
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
（
０
９
９
）
４
７
４
–
２
４
７
１

☆
バ
ス
の
運
行
日
☆

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
女
性
部
で

は
、
二
月
十
八
日
（
火
）
志
布

志
大
黒
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
て
、

部
員
一
日
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
に
は
、
女
性
部
部
長

竹
下
順
子
を
始
め
女
性
部
員

百
十
一
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
学
習
会
で
は
、
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
県
厚
生
連
の
芝
原　

邦
夫
氏
が
『
介
護
現
場
の
実
情

　

親
の
介
護
・
自
分
の
介
護
』

と
題
し
て
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

芝
原
氏
は
社
会
福
祉
士
や
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
持
ち
、

福
祉
、介
護
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
す
。
芝
原
氏
の
お
話
に

部
員
の
皆
さ
ん
も
こ
ま
め
に
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を

傾
け
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や

踊
り
、
抽
選
会
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
部
員

同
士
の
交
流
を
深
め
合
い
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
し
、
様
々
な

事
を
学
び
考
え
、
仲
間
同
士
で

語
り
合
い
、
素
晴
ら
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は

研修風景皆で踊るの、楽しぃ～

☆
人
間
ド
ッ
ク
案
内
☆

野菜出荷

ＪＡあおぞらなら貯まる!!

1Ｐ
子牛出荷

1Ｐ

給油所

1Ｐ
ガス利用

1Ｐ1Ｐ
購買店舗利用で

1Ｐ

6Ｐ
100万円
貯金で

13Ｐ

掛金
1万円につき

2Ｐ
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こんにちは!農協の置き薬「クミアイ家庭薬」です

Aコープあおぞら店　　電話：099-471-4366　営業時間：朝9時～夜8時

クミアイ家庭薬についてのお問い合わせは、
お近くの農協各支所または、099-477-2052（鮫島）まで

JA鹿児島県経済連

厳選された80種類！
野草類 57種類・果物類 11種類・野菜類 10種類・海藻類２種類の栄養をぎゅ～っと凝縮し「陶製かめ」で
じっくり発酵させました。
発酵食品の独特な風味をいかし、レモン果汁でさらに飲みやすく仕上げています。
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子
牛
せ
り
市
情
報

　１月セリ市が 27日から 29日の３日間で開催されました。
　出場頭数は 1,762 頭で前回と比べ、240 頭少ない入場頭数でした。平均価格は前回と比べ 9,708 円の安値
で取引されました。町内での最高売上の血統につきましては、去勢（福華１・安福久・第５隼福）、メス（安
福久・勝忠平・金幸）でした。校区別のキログラム単価、体重等につきましては表を参照してください。
（お知らせ・お願い）
　セリ市では、牛の引付を早めに行いましょう。下見時間をセリ開始１時間前位にし、通路からでて、購
買者の下見の邪魔にならないようにしましょう。
　分娩届けは、産後７日以内に必ず農協へ届けるようにしましょう。
　耳標が脱落したら、すぐ畜産課へ報告するようにしましょう

平成25年12月子牛せり市　（18日～20日)
　項目
性別 　 校区 頭数 総価格

（千円）
価格 順位 総体重 平均

体重
kg
単価最高 最低 平均

雌

郡 全 体 954 463,133 913,000 50,000 485,464 247,136 259.0 1,874
町 全 体 112 56,914 913,000 221,000 514,162 29,583 264.1 1,924
伊 崎 田 17 8,477 580,000 378,000 498,647 6 4,500 264.7 1,884
有 明 11 5,598 576,000 419,000 508,909 4 3,072 279.3 1,822
通 山 8 4,573 701,000 460,000 571,625 1 2,135 266.9 2,142
蓬 原 16 8,161 703,000 383,000 510,063 3 4,226 264.1 1,931
原 田 9 4,647 749,000 430,000 516,333 2 2,454 272.7 1,894
野 神 39 19,551 913,000 221,000 501,308 5 10,050 257.7 1,945
山 重 12 5,907 521,000 415,000 492,250 7 3,146 262.2 1,878

去
勢

郡 全 体 1,048 575,996 846,000 20,000 549,615 300,781 287.0 1,915
町 全 体 157 87,114 746,000 67,000 554,511 45,405 289.2 1,919
伊 崎 田 32 17,512 680,000 67,000 547,250 4 9,195 287.3 1,905
有 明 19 11,018 746,000 468,000 579,895 1 5,532 291.2 1,992
通 山 8 4,314 703,000 442,000 539,250 7 2,239 279.9 1,927
蓬 原 18 9,793 621,000 274,000 544,056 6 5,384 299.1 1,819
原 田 13 7,413 740,000 441,000 570,231 2 3,599 276.8 2,060
野 神 48 26,726 727,000 410,000 556,792 3 13,935 290.3 1,918
山 重 19 10,338 642,000 270,000 544,105 5 5,521 290.6 1,872

町 総 計 269 144,028 913,000 67,000 534,337 74,988 278.8 1,921
地 区 総 計 2,002 1,039,129 913,000 20,000 517,540 547,917 273.7 1,897

平成26年１月子牛せり市　（27日～29日)
　項目
性別 　 校区 頭数 総価格

（千円）
価格 順位 総体重 平均

体重
kg
単価最高 最低 平均

雌

郡 全 体 838 400,863 931,000 100,000 478,357 223,696 267.0 1,792
町 全 体 137 67,367 820,000 333,000 490,936 36,874 269.2 1,827
伊 崎 田 23 12,251 795,000 363,000 532,652 1 6,239 271.3 1,964
有 明 23 11,710 752,000 437,000 509,130 2 6,362 276.6 1,841
通 山 5 2,493 616,000 385,000 498,600 4 1,392 278.4 1,791
蓬 原 13 6,493 775,000 396,000 499,462 3 3,510 270.0 1,850
原 田 8 3,704 501,000 406,000 463,000 6 2,130 266.3 1,739
野 神 50 23,872 820,000 361,000 477,440 5 13,384 267.7 1,784
山 重 15 6,844 510,000 333,000 456,267 7 3,857 257.1 1,774

去
勢

郡 全 体 924 496,415 891,000 30,000 537,246 276,247 299.0 1,797
町 全 体 126 69,504 805,000 383,000 554,466 38,160 302.9 1,821
伊 崎 田 17 9,455 701,000 449,000 556,176 3 5,174 304.4 1,827
有 明 13 7,188 677,000 441,000 552,923 4 3,957 304.4 1,817
通 山 12 6,807 681,000 459,000 567,250 2 3,657 304.8 1,861
蓬 原 14 7,369 623,000 383,000 526,357 7 4,259 304.2 1,730
原 田 13 7,637 805,000 487,000 587,462 1 3,935 302.7 1,941
野 神 42 22,838 647,000 404,000 543,762 6 12,646 301.1 1,806
山 重 15 8,210 641,000 501,000 547,333 5 4,532 302.1 1,812

町 総 計 263 136,871 820,000 333,000 522,701 75,034 285.3 1,824
地 区 総 計 1,762 897,278 931,000 30,000 507,802 499,942 283.7 1,795
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健康料理バイキング

春のイチオシ★春のイチオシ★

ろーる＠カツカレーろーる＠カツカレー

７００円７００円

いちご食べ放題！
！

いちご食べ放題！
！

御予約受付中

農協だから新鮮
！

　 店頭販売中
農協だから新鮮

！

　 店頭販売中

うるはだ、うるうる、しあわせごはん屋♥うるはだ、うるうる、しあわせごはん屋♥うるはだ、うるうる、しあわせごはん屋♥

4月以降も
価格は

すえ置きに
なります
笑和食堂のみ
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

南
九
州
三
県（
鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
）合
同
企
画

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

南
九
州
三
県（
鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
）合
同
企
画

JA農機かごしま ●お問い合せは 農業機械課

または最寄りのJAへJAが新たなネットワーク事業により農家へのサービスを提供する愛称です。

TEL.(099)258-5481 FAX.(099)252-2542

〈キリトリ線〉〈キリトリ線〉

参
加
申
込
書

東串良畜産指導センター（東串良町） 
10 11日4月 木 金日

平成
26年

9:00～15:00 9:00～15:00

東串良畜産指導センター（東串良町） 
10 11日4月 木 金日

平成
26年

9:00～15:00 9:00～15:00

申 込 先
申込締切日

最寄りのJA本所・支所・農機センターまで
平成26年 月 日 平成26年（当JA参加日）

個人情報につきましては、この展示会のみ使用致します。

月 日

地 区 氏 名 電話番号 参加希望日

日 バ　ス・自家用

日 バ　ス・自家用

日 バ　ス・自家用

農機センター名 農機センター

参加方法（◯）

220

　　　　　　　燃料機械センター
志布志市有明町野神3551-1　☎099-475-1212
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毎
年
２
月
、
年
に
一
回
の
営
農
資
金
極
度
額
設
定
の

た
め
の
審
査
を
行
な
い
ま
す
。
個
人
ご
と
に
検
討
を

す
る
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
各
人
の
年
齢
を
見
る
に

つ
け
、
高
齢
化
す
る
組
合
員
の
現
実
に
あ
ら
た
め
て

驚
か
さ
れ
ま
す
。
国
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
２
０
５
０

年
に
は
、
全
国
の
居
住
地
域
の
３
分
の
２
で
は
人
口

が
半
分
以
下
に
な
る
そ
う
で
、
人
口
半
減
社
会
へ
突

入
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
36
年
後
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
今
50
歳
の
人
は
86
歳
、
仮
に
自
分

た
ち
の
集
落
を
眺
め
て
み
て
、
今
50
歳
以
下
の
人
が

果
た
し
て
何
人
居
る
も
の
や
ら
、
現
実
に
は
も
っ
と

早
く
そ
う
し
た
状
況
を
迎
え
、
地
域
消
滅
す
ら
危
惧

さ
れ
る
状
況
と
な
り
そ
う
な
所
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
の
正
組
合
員
数
も
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
こ
の
あ
お
ぞ
ら
農
協

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
同
組
合
の
基
盤
と
な

る
人
の
減
少
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
各
種
事
業

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
組
織
そ
の
も
の
の
存
続
さ
え
危

う
く
し
ま
す
。
そ
ん
な
現
実
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
？

今
、
農
協
が
抱
え
る
基
本
的
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
の
問
題
は
、
こ
こ
数
年
ず
っ
と
言
わ
れ
続
け

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
い
よ
い
よ
そ
の
脅
威
が
目
前

に
迫
っ
て
き
た
、
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

今
農
協
で
も
、
新
た
な
販
売
や
新
し
い
事
業
の
模

索
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
成
熟
し
た
経
済
・
社
会
の

中
に
あ
っ
て
、
一
朝
一
夕
で
成
功
を
収
め
ら
れ
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
「
新
し
い
も
の
」
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
と

い
う
の
が
実
感
で
す
。
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
場
合
、

小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
、
時
間
や
コ
ス

ト
を
か
け
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
現
状
は
、そ
ん
な
気
持
ち
で
、色
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
基
本
的
に
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
単
協
・
県
連
・

全
国
連
と
い
う
３
段
階
組
織
に
よ
る
事
業
モ
デ
ル
も
、

限
界
に
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
系
統
組
織
の
問
題

は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他

県
で
は
県
連
と
全
国
連
に
よ
る
統
合
や
単
協
と
県
連

に
よ
る
統
合
（
１
県
１
Ｊ
Ａ
）
に
よ
り
２
段
階
制
と

な
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
県
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い

と
言
う
現
実
も
あ
り
ま
す
。
単
協
・
県
連
・
全
国
連

が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
経
営
の
中
で
、
組
合
員
へ
安

い
資
材
を
提
供
す
る
仕
組
み
が
限
界
に
近
づ
き
つ
つ

あ
る
と
い
う
の
が
、
本
県
の
抱
え
る
諸
問
題
の
根
幹

に
あ
る
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、

国
の
新
た
な
農
業
政
策
も
大
規
模
農
家
中
心
の
も
の

へ
と
舵
を
切
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
詳
細

に
つ
い
て
は
今
か
ら
、
と
言
う
状
況
で
、
よ
く
見
え

て
い
な
い
部
分
も
あ
り
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
農

協
の
あ
り
方
も
含
め
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
そ
う

な
気
配
で
す
。

　

農
協
も
本
当
に
難
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
地
域
農
業
を
ど
う
盛
り

上
げ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
協
同
組
合

は
組
合
員
の
一
致
団
結
し
た
相
互
扶
助
の
精
神
が
基

本
と
な
り
ま
す
が
、
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

今
こ
そ
、Ｊ
Ａ
綱
領
に
あ
る
組
合
員
個
々
人
の
、自
主
、

自
立
、
参
加
、
民
主
的
運
営
、
公
正
、
連
帯
等
に
基

づ
く
行
動
が
あ
ら
た
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
農
協
の
役
員
改
選
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
役
員
に
は
、
綱
領
に
あ
る
「
地
球
的
視
野
に

た
っ
て
環
境
変
化
を
見
通
し
、
組
織
・
事
業
・
経
営

の
革
新
を
は
か
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■農協の課題

　

入
浴
に
は
、
温
熱
作
用
、
水
圧
作
用
、
浮
力
作
用
の
３
つ

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
温
熱
作
用
】
湯
船
に
つ
か
る
と
体
温
が
上
が
り
、
皮
膚
の

毛
細
血
管
が
広
が
っ
て
血
流
が
良
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
新
陳
代
謝
が
高
ま
っ
て
体
内
の
老
廃
物
や
疲
労
物
質
が

取
り
除
か
れ
、
疲
労
回
復
や
コ
リ
・
痛
み
が
や
わ
ら
ぎ
ま
す
。

【
水
圧
作
用
】
水
圧
は
ウ
エ
ス
ト
が
３
〜
５
㎝
も
細
く
な
る
ほ

ど
で
、
体
の
表
面
だ
け
で
な
く
、
皮
下
の
血
管
に
も
加
わ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
足
に
た
ま
っ
た
血
液
が
押
し
戻
さ
れ

て
心
臓
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
血
液
や
リ
ン
パ
の
流
れ
を

よ
く
し
ま
す
。

【
浮
力
作
用
】
プ
ー
ル
や
海
に
入
る
と
体
が
浮
く
よ
う
に
、

湯
船
で
も
浮
力
が
働
い
て
、
体
重
は
普
段
の
10
分
の
１
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
重
を
支
え
て
い
る
筋
肉
や
関
節
を

休
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
体
全
体
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
好
み
の
入
浴

剤
を
使
っ
た
り
、
湯
船
の
中

で
腹
式
呼
吸
を
す
る
、
音

楽
を
聴
く
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
も
あ
り
ま
す
。

　

湯
上
り
は
し
っ
か
り
水

分
補
給
（
お
酒
以
外
）
を

し
て
、
ゆ
っ
く
り
休
み
ま

し
ょ
う
。

『
入
浴
の
効
果
に
つ
い
て
』

　

鹿
児
島
県
厚
生
連

地
域
医
療
推
進
課（
保
健
師
） 

前
田 

育
子 

身近な
健康情報

鹿児島県厚生連
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理事会・経営管理委員会報告
第９回経営管理委員会々次第（平成26年２月25日）
協議事項
　第１号議案　平成26年度余裕金運用について
　第２号議案　貸付金の額と利率の最高限度について
　第３号議案　平成26年度借入金の最高限度額について
　第４号議案　 正組合員資格の特例にかかる定款規定の継続存置について（案）
　第５号議案　組織代表選考委員会規程の一部改正について
　第６号議案　 総代選挙に伴う選挙期日及び選挙管理者等の指名について
　第７号議案　保証人徴求基準の改正について
　第８号議案　農協と経営管理委員との保証契約について
　第９号議案　 農協と経営管理委員の特別営農口座貸越契約について
　第10号議案　貸付金の雑損失・経理処理について
　第11号議案　平成26年度固定資産取得（施設整備）計画について
　第12号議案　平成25年度　26年１月末実績検討について
　第13号議案　理事候補者の選任について
　第14号議案　員外監事・学識経験監事の選任について
　第15号議案　 平成26年事業計画及び第８次中期２ヶ年計画答申について
報告事項
　①　平成25年度末決算棚卸・現金実査編成表
　②　鍵管理要領について
　③　総代及び協力員の配分について
　④　経理規程の一部改正について
　⑤　平成25年産米穀の共同計算収支決算について
　⑥　平成26年度　内部監査計画書について
　⑦　内部監査の状況について
　⑧　組合員の加入及び脱退の状況について
　⑨　平成26年度監事監査計画書について

第11回理事会々次第（平成26年２月25日）
協議事項
　第１号議案　平成26年度　余裕金運用について
　第２号議案　貸付金の額と利率の最高限度について
　第３号議案　平成26年度借入金の最高限度額について
　第４号議案　 正組合員資格の特例にかかる定款規定の継

続存置について（案）
　第５号議案　組織代表選考委員会規程の一部改正について
　第６号議案　 総代選挙に伴う選挙期日及び選挙管理者等の指名について
　第７号議案　保証人徴求基準の改正について
　第８号議案　農協と経営管理委員との保証契約について
　第９号議案　 農協と経営管理委員の特別営農口座貸越契約について
　第10号議案　貸付金の雑損失・経理処理について
　第11号議案　 平成26年度固定資産取得（施設整備）計画について
　第12号議案　平成25年度　26年１月末実績検討について
　第13号議案　理事候補者の選任について
　第14号議案　員外監事・学識経験監事の選任について
　第15号議案　 平成26年事業計画及び第８次中期２ヶ年計

画答申について
　第16号議案　経理規程の一部改正について
　第17号議案　 平成25年産米穀の共同計算収支決算について
　第18号議案　平成26年度　内部監査計画書について
報告事項　
　①　平成25年度末決算棚卸・現金実査編成表
　②　鍵管理要領について
　③　総代及び協力員の配分について
　④　内部監査の状況について
　⑤　組合員の加入及び脱退の状況について
　⑥　平成26年度監事監査計画書について

行 事 予 定 表
18日 経営会議　　　　　　　
21日 成牛セリ市　　　　　　
24日～27日 子牛セリ市　　　　　　
25日 外務推進日（貯金日）　
28日 理事会・経営管理委員会

16日 経営会議　　　　　　　　
21日 成牛セリ市　　　　　　　
24日 外務推進日（貯金日）　　
23日～26日 子牛セリ市　　　　　　　
25日 理事会・経営管理委員会

３月

４月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

日）　　
　　

表
　
　
　


